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資料１－２ 

 

姫路市の救急医療方策に関する指針 体系比較表 

 

現 行 改訂後 

目指すべき体制像 

 医療機関、行政、市民が協働で支える安心の救

急医療 

 

第３章 姫路市の救急医療の現状、課題及び推進

方策 

第１節 救急医療体制の再構築について 

１ 一次救急医療体制の充実 

 推進方策 

 ⑴ 休日・夜間急病センターの診療体制等の

充実 

  ①医療従事者の確保策 

  ②診療環境の整備 

 ⑵ 市民啓発の取り組み 

 ⑶ 相談体制の整備 

 ※ ⑵、⑶は『２ 市民啓発と協働の推進 ⑴

電話相談体制の整備と周知』に移動 

 ⑷ 外傷系一次救急（小外傷等）への対応 

 

２ 二次救急医療体制の確保 

 推進方策 

 ⑴ 二次救急医療体制維持のための支援強化 

 ⑵ 広域的な輪番体制づくりのための検討 

 ⑶ 回復期・慢性期患者の転院等の促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目指すべき体制像 

 医療機関、行政、市民が協働で支える安心の救

急医療 

 

第３章 姫路市の救急医療の現状、課題及び推進

方策 

第１節 救急医療体制の再構築について 

１ 一次救急医療体制の充実 

 推進方策 

 ⑴ 姫路市休日・夜間急病センターの診療体

制等の充実【拡充】 

・医師の働き方改革の進展を踏まえ、持続

可能な診療体制について検討 

 ⑵ 外傷対応輪番等の検討【拡充】 

  ・休日・夜間急病センターでの軽症事例へ

の対応等の検討 

 

 

 

２ 二次救急医療体制の確保 

 推進方策 

 ⑴ 二次輪番体制の再構築【拡充】 

・二次救急医療体制の機能分化、受入実績

を加味した委託方式を検討 

  ⑵ 周産期救急医療体制の維持・充実 

 ⑶ 広域的な輪番体制づくりのための検討 

 ⑷ 回復期・慢性期患者の転院等の促進 

 ⑸ 下り搬送の促進【新規】 

  ・後送病床（回復期病床）の確保を進め、

受入れを促進 

 ⑹ 新興感染症への対応強化【新規】 

  ・平時から受入れ体制の調整などに努める 
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現 行 改訂後 

３ 三次救急医療体制の確保 

 推進方策 

 新県立病院の整備に向けた協力 

 

４ 救急広域連携の推進 

 推進方策 

 ⑴ 県、近隣市町、医師会、医療機関との連

携推進 

 ⑵ 救急ワークステーション方式の導入推進 

 

 

５ 救急搬送体制の整備充実 

 推進方策 

 ⑴ 救急現場の状況に即した基準等の活用 

 ⑵ 救急医療情報キットの活用 

 ⑶ 兵庫県広域災害・救急医療情報システムの

活用、充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２節 地域の救急医療を守る取組について 

１ 医療従事者の確保 

 推進方策 

 医学生向け就職説明会での市内医療機関の魅

力発信など 

 

 

 

 

３ 三次救急医療体制の確保 

 推進方策【新規】 

三次救急機能の発揮に向けた連携強化・支援 

 

４ 救急広域連携の推進 

推進方策 

 ⑴ 県、近隣市町、医師会、医療機関との連

携推進 

 ⑵ 救急ワークステーションの充実【拡充】 

・救急ワークステーションの研修の充実 

 

５ 救急搬送体制の整備充実 

 推進方策 

 ⑴ 救急医療情報キットやマイナンバーカー

ドの活用【拡充】 

・マイナンバーカードを活用した救急業務

の迅速化・円滑化 

 ⑵ HEARTS の更なる活用の推進【新規】 

・HEARTS を活用した分散搬送の推進やデ

ータの分析・研究 

 ⑶ 救急隊員教育の充実【新規】 

・救急隊員の情報伝達力の向上と医療機関

との認識の共有化 

 ⑷ EMIS の活用、充実 

 

第２節 地域の救急医療を守る取組について 

１ 医療従事者の確保 

 推進方策 

 ⑴ 医療従事者確保策の推進【拡充】 

  ・女性医療従事者の離職防止や復職支援に

向けた施策を検討 

 ⑵ リカレント教育の推進【新規】 

・リカレント教育、タスクシフト・タスク

シェアの推進方策を検討 

・医療従事者の救急リテラシー向上に向け

た研修会の開催を支援 
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現 行 改訂後 

２ 市民啓発と協働の推進 

 推進方策 

 ⑴ 適正利用のための市民啓発 

 ⑵ 市民への情報提供、市民活動に対する支

援 

 

 

 

３ 今後の推進体制 

 推進方策 

  姫路市地域医療連絡会議での継続検討 

 

２ 市民啓発と協働の推進 

 推進方策 

 ⑴ 電話相談体制の整備と周知【新規】 

・救急安心センターひめじの市民への定着 

 ⑵ 適正利用のための市民啓発 

 ⑶ 市民への情報提供、市民活動に対する支 

援 

 

３ 今後の推進体制 

 推進方策【拡充】 

救急医療協会の体制及び機能強化 

 

 


